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１．研究の背景と目的            

近年，感情推定ではニューロマーケティングなど多く

の応用が検討され，重要な研究領域になっている．中で

も生体信号を用いた手法は，安定的な結果により有用性

が期待されている．しかし，池田らの研究[1]では感情推

定に 1 チャネルのEEG(Electroencephalograph)と脈拍

センサーを使用している．脳には位置ごとに機能が分化

しており感情，特に快不快などは左右前頭前野に出やす

く[2][3]１チャネルでは左右前頭前野を計測することは

不可能である．また池田らが使用している EEG は原波

形を得ることができず，どのような処理をしたか不明確

なデータを使用している．脈拍センサーは EEG との時

間分解能のズレや pNN50 の信頼性の低さから感情推定

の精度に問題があると考える．そこで本研究では，多チ

ャネル脳波計と光トポグラフィ装置を用い各装置単体で

脳の機能の分化を考慮した感情推定の検討を目的とする． 

２．提案 

２．１ 概要 

本研究では感情を司る左右腹外側前頭前皮質に該当す

るチャネルの脳活動に関心領域をおき解析，評価を行う

ことで精度を高める．そのために次の事を提案する． 

(1) EEG で 10%法に準拠した AF3,AF4 の生データを

周波数解析した結果を一元配置分散分析にかけ安静

時との有意差と IAPSから選出した快，不快，眠気，

覚醒画像が脳波にどのような影響がでるかを計測す

る． 

(2) 光トポグラフィ装置は左右腹外側前頭前皮質近辺の

チャネルの Oxy-Hb 濃度変化[4]を観測し観測する．

また，事象関連電位を用いた実験の為，解析には加

算平均と変化の度合いを読み取る為の移動平均処理

を行う．これにより IAPS から選出した刺激画像が

どのような影響を与えるか計測する. 

２．２ 測定機器と解析手法 

 本研究で使用する機器を以下に記す． 

Emotive EPOC+(図 1)：14チャネルのEEGで関心領域

AF3，AF4においてAF4のα波の平均周波数を覚醒度，

平均周波数の割合にストレス度，平均周波数の左右差に

快不快を対応付け感情分析を行う． 

ETG4000(図 2)：52チャネルを使い前頭葉を計測する．

Oxy-HbとDeoxy-Hb，Total-Hbと計測できるが信頼性

が高いOxy-Hbの変化量に注目する．関心領域を，感情

を司る領域に向け他の領域との有意差や Oxy-HB の変

化量から感情を推定する． 

  

    

 

  図１ Emotive Epoc+     図２ ETG4000 

２．３ IAPS画像選定による評価方法 

 IAPSには，Valence(快，不快)，Arousal(覚醒度)とあ

り，それぞれ9段階で感情想起の度合いがスコアリング

されている．Valence の場合，スコア 5 を基準値として

5 以下を不快想起画像，5 以上を快想起画像とした．同

じく覚醒度についても 5 以下を眠気，5 以上を覚醒とし

て定義した．その中からValenceスコアが9に近いもの，

つまり快画像を4枚，1に近い不快画像を4枚， 覚醒ス

コアが 9 に近い覚醒画像を 4 枚，1 に近い眠気画像を 4

枚とそれぞれ4枚ずつ選出した． 

３．実験 

３．１ 光トポグラフィ装置実験概要  

 IAPS から選定した感情想起画像を感情ごとに 4 枚選

定する．1枚につき10秒呈示後，RESTを10秒はさみ，

実験協力者に画像呈示を行う．その後，持病などのアン

ケートに答えてもらう．呈示時の生体反応を光トポグラ

フィ装置で測定し各チャネルに加算平均と移動平均の処

理を加える． 

３．２ 解析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ Ch32解析結果       

実験から不快感情を想起させる画像では右腹外側前頭

前皮質近辺でOxy-Hbの大きな反応(図 3)がみられた． 

３．３ 考察 

これは既存研究で示されている賦活化場所と一致する

結果となった．不快の評価には腹外側前頭前皮質近辺の

変化量が使える可能性が示唆された． 

３．４ EEG 設計と実装 

 ３節の実験と同じ IAPS から選出された画像を同じ呈

示方法で行う．周波数解析方法とし，EEGから得られた

生データをMATLABを用いフィルター処理にかけ窓関



数にかけたのち FFT 分析を行い周波数特性を抽出し α

波の平均周波数(図 4)，平均周波数の割合(図 5)，左右差

(図 6)を求める．MATLABを用いた周波数解析の手順を

図 7に示す. 

 

                  

 

 

 

 

         

                図４ Arousal解析例 

          図５ Stress解析例 

   図６ Valence解析例

 

図７ 解析手順 

３．５ 解析結果 

被験者 A の不快画像呈示時の平均周波数の左右差(図

８)と一元配置分散分析の結果を示す． 

 

        図８ 不快呈示のValence 

  
図９ 平均周波数の左右差 

一元配置分散分析の結果，被験者Aでは不快画像呈示

に安静時より反応が見られた．p 値が 5%水準で有意差

を得られた(図９)．他の被験者でも一元配置分散分析の

結果 IAPS の不快画像は影響を与えることが示された．

しかし，被験者全員の脳波については，有意差が得られ

なかった． 

３．６ 考察 

被験者全員に有意差が見られなかったのは不快の度合

いが個人間で異なるためであるからだと推測される．ま

た，左右差の場合，快不快が高い場合であっても，結果

的に左右差の値は小さくなるということが考えられる．

不快に有意な傾向がでなかった被験者はストレス度が低

い傾向にあると考えられる．このことから，ストレス度

と不快画像など組み合わせて二元配置分散分析を行うこ

とで特徴を明らかにすることができると考えられる． 

４．今後の課題 

 今後は実験協力者数の増加，EEG計測，光トポグラフ

ィ装置のラッセルへの対応付け，画像選出などの課題を

解決していく必要がある．また，NeuroSky 社の

mindwave と SparkFun 社の Palse sensor との性能比

較を行うことでより精度の高い感情分析が可能となる．

さらに，既存の手法と精度比較を行うことで本研究の有

用性を確かめられると考えられる． 

光トポグラフィ装置計測では不快評価できる可能性し

か検討できなかったため快，覚醒を数値的な評価で行う． 

脳波解析においては，考察で述べたように課題がある． 

今後より詳細な解析や，要因を検討することにより，

本手法の有用性を高めていきたい． 
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